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平均気温の上昇
今年の夏は例年になく暑い夏であった。7月31日から8
月7日まで東京の連続猛暑日（35℃，35.3℃，35.1℃，35℃，
35.1℃，35.2℃，35.9℃，37.7℃）が8日間と記録を更新し，
翌8月8日（最高気温32.6℃）はなぜか過ごしやすい気す
らした。真夏日も7月から8月にかけ連続29日続いた。
今年の7月だけで真夏日は19日間あり，猛暑日も3日間
あった。この異常な暑さは南米ペルー沖のエルニーニョ現
象によるものと言われているが，本当にそれだけであろう
か。氷期－間氷期を繰り返している地球規模の温暖化も関
わっているのだろうか。
近年は天災，局地的な集中豪雨や竜巻被害が頻繁に報じ
られるようになったが，昔は余り起こらなかった気象変化
が起きている。この変化は大勢では近年の急速な地球温暖
化，それも人類の化石燃料の使用が大いに関わっていると
いう。その根拠としては近年の温室効果ガス排出と地球規
模の平均気温の上昇がほぼ相関していることが挙げられる。
温室効果ガスとしての炭酸ガスは太陽からの赤外線を吸
収し大気中に留まりその熱を放出する。Wikipediaの「地
球のエネルギー収支」によると大気に蓄えられるエネルギ
ーの99.97％は太陽放射からで，それに続いて地熱エネル
ギーが0.025％，化石燃料の燃焼により放出されるエネル
ギーは0.007％にすぎないらしい。従って，化石燃料の燃
焼で出る熱エネルギーが温暖化問題に直接関わっているの
ではなく，それによって大気中に蓄積される炭酸ガス濃度
の上昇が温室効果に関わっているようだ。
そう言えば，気象庁の発表している「日本の気候の変化」
の中にも，地球上の温室効果ガスがないと仮定した場合の
地球の平均気温は－19℃ になると推定され，今の濃度で
世界平均14℃になっているそうだ。このような温室効果
ガスの保温効果があって地球上の生物の命が維持されてい
る。温室効果ガスが炭酸ガスのみであると仮定すると，現
在の炭酸ガス濃度は約400ppm（0.04％）で，25年前に比
べると50ppmも増えている。この間の平均気温の上昇は
0.2～0.3℃である。濃度と温度上昇が比例するとは限らな
いが，日本の気温が100年で約1.1℃上昇したというのも
うなずける。
学生時代の夏
さて，夏は我々日本人にとって暑い季節であるが，私の
学生時代には，夏に沢山の色々な思い出がある。大学に長
く留まったために通常の学生生活に比べればその分だけ夏
が満喫できたにすぎないのだろうが，その多くは自然に親
しむことを目的とした旅行であった。学生の分際で夏に
「避暑」と称し旅行をするのはなんと優雅だったことか。
もちろん今のように海外旅行が一般的ではなかった時代
だから国内の貧乏旅行である。しかも貧乏旅行を如何にさ
らに安価で効率的にするかを競うのが学生のステータスだ
った時代だから，テントを担ぎ所々でヒッチハイクをしな
がら北海道をはじめ日本各地に出かけた。キスリングを背
負ったいわゆる「かに族」がよく見かけられた時代だった。
夏は北日本方向，春は西日本へと，日常から離れて旅に
出かけそれぞれの地域や自然の中に身を置くと，行ってみ
て初めてわかる発見が沢山あった。自然の力強さ，水が作
る造形美，森によって生かされている生物の営み，生物の
共生による森の保全などが目の当たりに理解された。我々
人類もこのような自然の営みの中で生かされ，生活してい
る，その実感が得られた。旅に出ると様々なエネルギーが
充電されたような気分になる。昔でも夏の避暑地と言えど
昼間は暑く，ましてテントなどを含めた重いリュックサッ
クを担いでの旅は，決して快適ではなかった。それでも何
故そこまでして旅に出たのだろうか。
旅行に出ると今まで見たことのない景色を眺めるのだが，
旅の目的は，自然が我々に与えてくれる恩恵を直に感じ，
昔に感じた郷愁に浸るところにあるのではないか。自然に
はそこに生活する様々な動植物の営みがあり，昔触れたよ
うな日本の原風景に接することでそこに新たな発見や感動
が経験でき，森林浴で心豊かにもなれる。普段，自然を意
識せずに生活している私にとっては，旅こそ自然を実感し
感謝する機会である。
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登山と似ている研究活動
学生時代は，まだクーラーが一般的でなかったから，研
究活動も当然クーラーやエアコンのない状態で行った。窓
や扉を開けて風通しを良くし，扇風機で涼を取っていた。
こうした研究活動の傍ら，時々ゼミと称した研究室での旅
行や個人旅行をしたのであるが，当時は避暑を兼ねたリフ
レッシュに都合のよい行動であったのだろう。
登山などで高山植物を脇目に山の頂を目指して一歩一歩
ひたすら歩き，やっとその頂上に到達できたときの感激，
今まで霧に隠れて何も見えなかった頂上に留まり待ってい
ると，覆っていた霧が晴れ雲間からの眺めが見え始めた，
そのときの感動など，旅には色々な感激や楽しみがある。
登山の目的は決して避暑だけではない。頂上に到達し見た
ことのない景色が眺められた達成感や感動が味わえる。研
究活動には，この登山の魅力と相通ずる何かがある。
成育環境
私は生まれてからずっと東京の中野で育った。小学校低
学年の頃はもうさすがに我が家の周りに畑はなかったが，
それでもまだ沢山の結構広い原っぱなどがあり自然が残っ
ていた。そんな中でセミ，蝶々，カミキリムシ，バッタな
どの沢山の虫取りができたし，まれにカブトムシやクワガ
タなどの昆虫もいた。まだ扇風機もあまり普及しておらず，
夏の夜は部屋の中には蚊帳をつり，縁側のガラス戸を開放
して床に入ったものだ。
ところが今は昔のような空き地はなく家が密集し，道路
はアスファルトやコンクリートで固められてしまった。エ
アコンが普及し，その使用のためか夜でも街中が暑い。緑
の少ない環境は，暑さを増幅する。我が家では近年，二階
のベランダにプランターを設置し，家庭菜園を兼ねたグリ
ーンカーテンを作っているが，植物の葉が太陽の熱を吸収
しその熱を葉から水分の蒸散（気化熱）という形で行い，
更に木陰も作ってくれる。すると，こんな小さな都会の緑
でもそこを住処として昆虫などが生活し始める。緑は我々
に安らぎを与えるだけでなく涼も与えてくれる。
海
もう一つ，学生時代の夏の思い出として，海がある。高
校時代の親友と二人で少し小ぶりの木製ディンギー型ヨッ
トを手作りしたことである。この親友とは同じ高校出身で
出席番号も近く，自宅も歩いて10分と近かったので，以前
から夏山登山や海岸でのキャンプをしていた。別々の大学
に進学したが，その後も付き合いは続いていた。海岸での
キャンプは毎年同じ場所（西伊豆仁科）に出かけ何日間
かそこに留まり，波乗り，釣り，磯遊びをした。水中眼鏡
で海中を覗くと，ウミウシ，アメフラシ，海綿，イソギン
チャク，ヒトデ，サンゴ，磯カニ，ヤドカリ，ウニ，トコ
ブシ，ウルメイワシ，ベラ，ボラなど，地上では見られな
い別世界が広がる。
塀づくり
私の両親は，私が大学に入学する前に海の近くに念願の
小さな別荘を建てた。この別荘は景色が良く見晴らしのす
ばらしいところに建っている別荘とは違い，駅近くの宅地
造成地の中にあった。大学紛争で大学がロックアウトをし
ていた頃はまだ私が研究室で研究を開始する前のことで，
親友としばしばここを利用した。大学紛争が下火になり大
学も再開された頃の夏，この小さな家が塀もなしに雑草の
中にぽつんと建っていたので，両親に塀づくりを提案し請
け負った。実は私の在籍は化学科で建築に関する知識は全
くなかったが，友人が工業大の建築学科に在籍していたの
で，その知識を生かしてやってみようと考えた訳である。
この請負の先には，塀づくりのために購入する工具を用
いて，二人でヨットを作って海で走らせてみようという密
かな計画があった。塀はこの親友の指導の下，別荘に寝泊
まりしながら夏の2週間近くをかけて施行した。宅地造成
された沢山の区画はまだ，ほとんど家が建っておらず木陰
もない。白砂混じりの未舗装道路と雑草の生い茂った宅地
造成地で真昼の肉体労働が続いた。時々体を冷やすために
海水浴に出かけ遊びながら，鉄筋を入れた基礎工事からブ
ロック積み，木工工事を本格的（？）に行い，その出来映
えはプロ級とは言えないにしても両親には充分満足しても
らえるものだった。
ヨット製作
本格的にヨット作りを開始したのは1971年6月。私は
大学院に進学し，研究活動を開始していたので，作業は大
学から帰宅した後の限られた時間しかなかったが，幸い作
業場として親友宅の庭の隅にあった空き家を充てることが
できた。早速，設計および図面引きを「図解小型ヨット
工作法」（K-PUNT普及委員会/著 ダヴィッド社 1968年）
の本を参考に，親友が担当してくれた。
耐水合板ベニヤとラワン材で，肋骨，竜骨，甲板材，外
板，ラダー，センターボードなどを，マスト，ブームは檜
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丸太で，すべて手作りした。製作に取り掛かってから，約
4ヶ月，研究室の活動を終えた後の毎夜毎夜の作業がやっ
と実り仮進水に至ったが，その時はまだマストは立ってお
らず，センターボードとラダーのみを取り付け，セールの
代わりにビーチパラソルを手に持っての試運転であった。
しかしビーチパラソルでも予想外の快走でスピードも出
ることがわかり感動した。出だしは上々であったが，少々
調子に乗りすぎ，急激に舵を切りすぎたためか，ボートが
大きく傾きボート内に海水が浸入，沖で浸水してしまった。
「かちかち山の狸の泥船」に乗っているようであったが，
幸いボートは人が乗らない状態で水面ギリギリに浮くこと
ができたので，取り敢えず泳ぎながら押して岸辺まで運ん
だ（一般にはヨットが沖で転覆してもそこで起こせるのが普通だ
が…）。
やっとの思いで，海岸まで押してきたボートを陸に上げ
るため，水に沈んだ状態の船体を逆さにひっくり返そうと
思ったが，重すぎてできず（予想では1トン近い？），次に
バケツでき出すことも考えたが，波打ち際のため簡単に
甲板を超えた波で再び海水が入り，二人くらいの男手では
き出すのは無理であった。しかし，何度か試みているう
ちに偶然，船体の横から波を受けると徐々に船体が傾き，
これを繰り返すことで少しずつ排水が叶い船体を起こすこ
とができた。海岸で崩れる波の力を利用すると，波の威力
でボートをひっくり返すこともできることを学んだ。
その後，船体内に水が入らないよう改良を重ね，翌年の
夏，マストをつけた状態で進水させることができた。この
製作過程の中にも様々な経験学び発見があり，それ以
上に，塀づくりやヨット製作などの目標が達成できた満足
感が懐かしい思い出となっている。ヨットは別荘に10年
近く野晒しのまま放置していたので朽ちてしまい今はない。
東日本大震災における津波であらためて思い知らされたこ
とでもあるが，海という自然のエネルギーに対してもヒト
はほとんど無力である。
温暖化
夏の旅行やヨット作りの話に話が逸れたが，これらの楽
しい思い出は，自然とともに，自然の中で生かされている
実感を得た体験だったことを思い起こさせる。同時に，近
年特に話題となる自然破壊，環境破壊や地球温暖化がこの
先の地球環境をどの様に変えてゆくのだろうかといった懸
念もひき起こす。
四十数年前に避暑にも行かずヨット作りに集中した頃の
夏の気温はどのようであったのだろうか。その時代の暑さ
の記憶は全くないが，夏として当たり前の暑さであったの
だろう。念のため気象庁が出している過去のデータをる
と，1970年，1971年の 7月 8月の最高気温は東京では
1970年7月は30℃以上（真夏日）の日が14日間でその中
での最高気温が34.9℃，8月は真夏日が25日間でその中
での35℃ を超えた日（猛暑日）が1日（35.4℃）だけであ
った。翌年の1971年7月の真夏日が17日間でその中での
最高気温が33.7℃，8月の真夏日が21日間でその中での
最高気温は33.8℃ であった。猛暑日はこの2年間で1日
であった。一方2013年7月の真夏日が19日間で内猛暑日
は6日，最高気温は35.4℃，8月は真夏日が28日，内猛
暑日は5日，最高気温は38.3℃，2014年7月は真夏日が
18日，内猛暑日が1日（35.6℃），8月は真夏日21日，内
猛暑日4日，最高気温は36.1℃ であった。去年，一昨年
は明らかに約40年前より猛暑日が増えた。年々によって
真夏日の日数には色々波があるとは思うが，いずれにせよ
40年前は近年のように猛暑，天災による災害を伴った集
中豪雨，異常気象が頻繁に起こることはなかったし，台風
の接近も8月半ば過ぎであったように思う。地球温暖化問
題が地球の環境変化を促進している。
温室効果ガス
気象庁が発表しているデータでは温室効果ガスの排出は
20世紀半ば以降急激に増えており，二酸化炭素，メタン，
一酸化二窒素の各温室効果係数では，炭酸ガスを基準にす
るとメタンは25倍，一酸化二窒素は約300倍の効果を発
揮するらしいが，排出量の単位をえてみると炭酸ガスが
圧倒的に多い。
20世紀以降の気温の上昇は，人間による石油，石炭，
天然ガスの燃料としての消費，食糧増産のための施肥並び
に家畜飼育に伴う森林の開発，人口増大に伴う焼き畑農業
などで有機物の燃焼による温室効果ガスの排出が増加した
ためと考えられていることは先にも述べた。この炭酸ガス
の急激な排出量増加は供給量過剰の状態になり，一方では
地球上の緑の減少と相まって，炭酸ガスが益々吸収できな
い状態に陥っている。
動物は植物に依存している
植物は炭酸ガスを吸収し植物本体に固定（炭酸同化作用
（光合成））してバランスを取ってきたが，そのバランスが崩
れ，温暖化による地球上の生態系に大きな影響を及ぼして
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いる。また，森林消失は炭酸ガスのみの吸収減少の問題だ
けでなく，我々が生きるのに必須の空気中の酸素分子の供
給不足をもたらす点でも深刻な問題である。
温暖化は陸地の砂漠化をまねき，さらに地球上の炭酸ガ
スのもう一つの重要な吸収源である海水の温度上昇にが
る。ガスは水温が上昇すればするほど，その吸収量が低下
し，今溶けている炭酸ガスが海から放出され，大気中に留
まり温室効果ガスとして温暖化を促進する。氷河は溶けて
なくなり，海面水位は上昇し，陸地面積は減少するだろう。
自然環境が急速に変化し，陸や海で生息していた生物に
も大きな変化が生じつつあるのである。動物は移動が可能
なためこのような環境変化に対応できるかもしれないが，
植物は種子等以外では移動手段を持たない。そのような意
味で気温のたった1℃の上昇でも植物は生息できなくなる。
すべての動物はこの植物の存在に依存して生きている。日
常では酸素がどこから供給され炭酸ガスが我々にどのよう
に影響を及ぼしているのかというようなことはあまり意識
したことはないと思うが，実際には我々の存続に関し非常
に重要な問題である。
火力発電と炭酸ガス
地球温暖化防止に向け1997年に京都議定書で温室効果
ガス削減目標が議論されたが，利害関係から足並みはわ
ず，先進国と新興国の間で大きな意見の隔たりが起きてい
る。おまけに日本では2011年3月11日に発生した東日本
大震災，それによって福島第一原子力発電所の過酷事故で
この削減目標が頓挫してしまった。この事故以来，震災前
約50基あった原発は順次，廃炉や点検で停止し，日本の
全発電量の28％を占めていた原発がつい先日まで1年9
ヶ月もの間，ゼロの状態が続いた。この間の電力供給は原
発が停止して直後は供給電力不足で供給が迫した時期も
あったが，節電意識と火力発電の再稼働などでこの一年は
需要と供給のバランスがとれていた。ただし，電力供給の
ためとは言え代替えで火力発電を再稼働し炭酸ガスの排出
を増加させていたことは忘れてはならない。
今年の8月11日に新規制基準での稼働が川内原子力発
電所一号機で行われ，今後基準をクリアーした原発の再稼
働が続くものと思われる。原発の再稼働に関しては賛否の
様々な意見があると思うが，原発の停止に伴う火力発電の
再稼働は，大気中への炭酸ガスの放出を増大させ，地球温
暖化抑制に逆行しているのもまた確かだ。
人間が守れるもの
地球の大気圏に蓄積するエネルギーのほとんど100％が
太陽からのエネルギーで，その点で太陽からのエネルギー
の収支バランスが地球に最も大きな影響を与えている。地
球はここ100万年の間では10万年サイクルで氷期－間氷
期が繰り返されていると言われ，現在は最も新しい氷期か
ら1万年を経た氷河期末期から間氷期にあるとされている。
この間氷期がまだ数万年続くとすると，地球年代的にも
今はまさに温暖化の方向に向かっているのかもしれない。
しかし近年の温暖化は，微視的な観点にせよ人為的な温室
ガスの増加がそれに拍車をかけている。氷期－間氷期の変
化の原因は地球の地軸の傾きの変化が影響するらしいから，
いくら人間の英知を使ってもそれを阻止することはできな
いだろう。
しかし，近年の異常な温暖化現象は，長い地球の歴史の
中で植物が固定化し変化した化石燃料を急激に利用したた
めに起きたことであり，明らかに人為的原因であるので，
原子力の安全神話が崩れた現在，現状ではコストパフォー
マンス的に採算の合わない風力，太陽熱，地熱などの開発
を先送りにせず，国として積極的に取り組み，地球に負荷
のないエネルギーの利用を推進しなければ，人類の存続期
間が短縮されるのは間違いない。
我々は自然の中に生かされており，自然を極力このまま
維持しなくてはいけない。近年のヨーロッパではこの辺の
意識が高く，脱原発，森林面積の増加が着実に進められて
いるが，我が国ではこの辺の意識が希薄である。温暖化が
このまま進めば，地球規模の急激な生態系の変化をもたら
し，氷河の消失，海面上昇，陸地の減少，異常気象による
災害や農畜産物の生産性の減少等々，マイナスの面ばかり
が想像される。地球上の一生物にすぎない人類が，人間の
欲望のみで地球上全ての生物の運命を変えて良いのだろう
か。このまま我々が便利さや快適さを求めれば求めるほど，
現段階では温室効果ガスの蓄積は高まるだろう。
（まつもと たかし 管理栄養学科教授近代文化研究所所長）
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